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事業名 事業 事業 茨城県
都市計画道路 中大野中河内線（松ヶ丘工区） 区分 街路 主体 水戸市

なかお お の な か が ち まつがおか

起終点 延長
自：茨城県水戸市姫子１丁目 ～ 至：茨城県水戸市西原２丁目 0.796km

み と ひ め こ み と にしはら

事業概要
都市計画道路中大野中河内線は、水戸市・ひたちなか市・那珂市を結ぶ「水戸勝田環状道路」の一部を
形成する主要幹線道路であり、県と各が一体となって整備している重要な路線である。松ヶ丘工区は、赤
塚駅南北の通過交通を分散させ、交通の円滑化を図るものである。
Ｈ１０年度事業化 Ｓ４４年度都市計画決定 Ｈ１１年度用地着手 Ｈ 年度工事着手

全体事業費 ６１億円 事業進捗率 ３２％ 供用済延長 0.0km
計画交通量 ２０，８００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ６．６ 34/60億円 396/396億円 平成１９年(事業全体)

走行時間短縮便益：373/373億円事 業 費：34/60億円

走行経費減少便益： 19/ 19億円維持管理費： 0.06/ 0.06億円

交通事故減少便益： 3.9/3.9億円(残事業) １１．６
事業の効果等
・円滑なモビリティの確保（混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される）
・個性ある地域の形成（鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する）他４項目該当
関係する地方公共団体等の意見
本市をはじめとする４市３町１村の首長で構成される水戸地方広域市町村圏協議会において早期整備の
要望を行っているところである。また、地元からも早期整備の要望がある。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
見和・赤塚周辺における土地区画整理事業及び再開発事業等の拠点開発により、周辺道路の交通混雑が
激しくなっている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
幹線市道23号線から国道50号までの用地取得が概ね完了している。
残事業は、ＪＲ常磐線周辺から幹線市道23号線までの用地取得と道路及び橋梁の工事等となっている。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
用地取得に時間を要しているが、幹線市道23号線から国道50号までの用地取得が概ね完了したことから
この区間については平成20年度に工事を行い、供用を図る予定である。今後については、ＪＲ常磐線周辺
から幹線市道23号線までの用地取得を鋭意進めたい。
施設の構造や工法の変更等
再生材（砕石、As）の利用によりコスト縮減を図る。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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